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夢
を
見
る
こ
と
を
忘
れ
た
頃
に

―
―
安
西
法
師
の
奇
蹟
―
―

物
語
の
登
場
人
物
た
ち
は
、
普
言
を
見
た
性
空
と
同
様
の

「夢
を

信
じ
た
人
々
」
（西
郷
信
綱

『古
代
人
と
夢
し

で
あ

っ
た
。
こ
の
物

語
に
お
け
る
人
々
の
確
信
を
支
え
て
い
る
の
は
、
発
端
と
な

っ
た

あ
る
人
の
見
た
夢

へ
の
、
無
邪
気
で
ひ
た
す
ら
な
信
仰
で
あ
る
。

夢
は
か

つ
て
神
秘
的
な
交
信
の
回
路
で
あ
り
、
神
や
仏
と
も
、
夢

を
介
し
て
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

（荒
木
　
浩

『
日
本
文
学
　
一
一重
の
顔
』
よ
り
）

か

つ
て
、
日
本
に
は

「夢
を
信
じ
た
人
々
」
が
お
り
、
そ
の
た
め
夢

は
神
秘
的
な
交
信
回
路
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
は
多
く
の

「物
語
」
が
生

れ
た
こ
と
は
了
解
し
て
い
る
。
そ
の
文
脈
に
お
い
て
、
「
か

つ
て
」
と

い
う
言
葉
を
意
識
的
に
せ
よ
無
意
識
的
に
せ
よ
、　
つ
い
使

っ
て
し
ま
う

と
こ
ろ
に
、
「夢
を
信
じ
た
人
々
」
を
古
典
世
界
の
中
に
囲
い
込
ん
で

い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
囲
い
込
む
主
体
と
は
何
か
と
問
い
直
し
て
み
れ

ば
、
そ
れ
は
古
典
と
対
峙
す
る
、
も
し
く
は
古
典
を
憧
憬
、
碑
呪
せ
ん

と
す
る

「現
代
人
」
で
あ
る
、
と
す
る
の
は
浅
薄
な
直
線
的
思
考
で
あ

ろ
う
。
「
現
代
」
の
前
に
は
あ
た
り
ま
え
な
が
ら
、
「近
世
」
期
が
あ
る
。

福
田
　
安
典

近
世
期
は
黄
業
禅
、
朱
子
学
、
陽
明
学
、
心
学
な
ど
新
た
な
魅
惑
あ
る

思
想
界
の
活
動
を
承
け
て
、
明
清
の
学
を
継
承
す
る
三
教

一
致
、
考
証

学
な
ど
が
新
た
な
展
開
を
見
せ
、
そ
れ
に
呼
応
す
る
か
た
ち
で
在
来
の

佛
教
も
大
き
く
変
貌
し
た
こ
と
な
ど
は
周
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「夢

を
信
じ
た
人
々
」
を
指
し
て

「
か
つ
て
」
と
い
う
辞
句
を
冠
す
る
こ
と

が
出
来
る
主
体
は
、
時
系
列
的
に
言
え
ば
、
ま
ず
こ
の
近
世
期
の
人
間

に
指
を
折
ら
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
か
か
る
人
間
た
ち

が
棲
息
し
た
時
を

「夢
を
見
る
こ
と
を
忘
れ
た
頃
」
と
仮
称
す
る
こ
と

と
す
る
。１

　
安
西
法
師
の
物
語

安
西
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
人
名
辞
書
等
に
散
見
す
る
が
、
『
予
州

安
西
法
師
往
生
記
』
（以
下
、
『往
生
記
』、
初
版
は
正
徳
頃
刊
）
に
よ
っ
て

お
お
よ
そ
が
知
ら
れ
る
。
伊
予
大
洲
版

『往
生
記
』
（安
政
五
年
）
に
よ

れ
ば
俗
名
は
村
松
と
言

っ
た
ら
し
い
。
以
下
、
『
往
生
記
』
に
拠

っ
て

梗
概
を
記
し
、
必
要
に
応
じ
て
原
文
を
示
す
こ
と
と
す
る
。

安
西
は
寛
永
十
七
年
生
れ
、
予
州
宇
和
郡
奥
浦
の
人
で
、
漁
師
で



あ

っ
た
が
、
出
家
の
望
み
が
あ

っ
た
た
め
に
、
妻
を
迎
え
ず
、
十
九
で

父
を
亡
い
、
三
十
四
に
母
を
亡

っ
た
。
母
七
年
忌
に
四
国
巡
礼
を
し
、

大
洲
寿
永
寺
に
入
り
、
高
雪
を
師
と
し
て
出
家
、
安
西
と
号
す
。
こ
の

時
四
十
歳
。
後
に
寿
永
寺
の
末
寺
、
中
村
の
本
誓
寺
に
住
持
す
る
。
本

誓
寺
に
は
慈
覚
大
師
御
作
の
阿
弥
陀
如
来
像
が
あ

っ
た
。
安
西
は
も
と

よ
り
文
盲
で
あ

っ
た
た
め
、
回
向
の
際
に
も
俗
名
で

「
何
右
衛
門
、
何

兵
衛
、
何
信
女
」
な
ど
を

「平
に
と
な
へ
て
、
間
を
も
恥
じ
ず
、
回
向

す
る
さ
ま
、
思
ひ
入
り
た
る
実
の
す
じ
」
の
あ
る
僧
で
あ

っ
た
。
日
々
、

念
仏
の
行
者
と
し
て
尊
敬
さ
れ
て
い
た
。

宝
永
六
年
二
月
、
七
十
歳
と
な

っ
た
安
西
は
寿
永
寺
の
光
詈
、
大
蓮

寺
の
誓
讐
そ
の
他
を
招
い
た
。
そ
の
理
由
は
、
安
西
が
見
た

「霊
夢
」

に
あ
る
。
あ
る
夜
、
夢
に
阿
弥
陀
如
来
が
現
れ
、
安
西
を
極
楽
浄
土

ヘ

と
誘

っ
た
、
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

こ
の
霊
夢
を
得
て
ま
す
ま
す
欣
求
の
念
が
募

っ
た
安
西
に
次
の
奇
蹟

が
お
き
る
。
同
年
十
月
に
、
阿
弥
陀
本
尊
よ
り

「来
年
寅
の
二
月
十
五

日
、
巳
午
の
間
に
、
病
患
も
な
く
か
な
ら
ず
浄
土

へ
む
か
へ
ず
る
ぞ
。

敢
て
疑
ふ
こ
と
な
か
れ
」
と
い
う
再
度
の
夢
の
告
げ
で
あ

っ
た
。
こ
の

あ
た
り
は
、
原
文
に
は
、

同
四
日
と
い
ふ
に
、
寿
永
寺
に
行
く
。
「
し
か
し
か
の
御
示
現
あ

り
」
と
、
往
生
の
期
を
語
り
出
る
に
、
寿
永
寺
及
び
浄
化
の
人
々
、

直
に
聞
き
、
伝
て
聞
く
も
、
敢
て
こ
れ
を
信
せ
ず
、
「
何
事
を
い

ふ
や
ら
ん
」
と
嘲
り
笑
ふ
族
も
あ
れ
ど
、

と
記
さ
れ
る
。
近
世
期
に
な

っ
て
、
響
グ
を
見
る
こ
と
を
忘
れ
た
頃
」

に
安
西
の
霊
夢
は
も
は
や
荒
唐
無
稽
な
ホ
ラ
話
と
受
け
止
め
ら
れ
て
し

ま

っ
た
の
だ
。
し
か
も
、
少
な
か
ら
ず
信
仰
心
の
あ
る
人
間
の
反
応
が

「敢
て
こ
れ
を
信
せ
ず
」
と
、
さ
ら
に
は

「嘲
り
笑
ふ
」
で
あ

っ
た
こ

と
は
注
意
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

安
西
は
、
そ
れ
で
も
気
に
せ
ず
た
ゆ
み
な
く
念
仏
し
て
い
る
と
、
三

度
目
の
霊
夢
に
出
会
う
。
そ
の
年
の
十
二
月
晦
日
の
通
夜
念
仏
の
時
に
、

ま
ど
ろ
み
の
中
で
本
尊
の
声
が
す
る
。
「汝
、
来
年
二
月
十
五
日
、
巳

午
の
中
間
、
時
日
た
が
は
ず
い
よ
／
ヽ
迎

へ
ん
。
諸
人
は
聞
て
疑
ふ
と

も
、
汝
は
信
を
堅
ふ
せ
よ
。
兼
て
期
を
示
し
、
大
往
生
を
な
さ
し
む
る

は
、
諸
人
に
念
仏
を
勧
め
ん
為
ぞ
。
今
と
や
か
く
の
疑
ひ
は
、
往
生
だ

に
も
し
ほ
せ
ば
、
を
の
づ
か
ら
散
ず
べ
き
也
。
そ
の
と
き
の
為
に
て
あ

れ
ば
、
今
夜
の
告
げ
も
、
遠
慮
な
く
人
々
に
語
り
を
け
」
と
い
う
。
安

西
は
翌
日
、
元
旦
に
も
拘
わ
ら
ず
大
蓮
寺
の
誓
春
上
人
の
も
と
に
走
り
、

そ
の
告
げ
を
語
り
、
そ
の
ま
ま
大
洲
城
下
に
出
て
、

そ
の
の
ち
は
城
下

へ
出
で
家
々
に
入
り
、
「我
は
安
西
と
い
ふ
者

な
る
が
、
来
る
二
月
十
五
日
、
日
中
に
本
誓
寺
に
て
、
大
往
生
を

遂
ぐ
る
な
り
。
各
々
も
念
仏
し
て
あ
や
か
り
給

へ
。
我
な
が
ら
あ

や
か
り
物
ぞ
」
と
い
さ
む
す
す
み
て
触
れ
ひ
び
か
せ
ば
、
「
あ
な

さ
う
ハ
ヽ
し
。
年
の
始
め
に
か
か
る
こ
と
こ
そ
、
た
だ
に
は
あ
ら

じ
。
狂
乱
に
や
」
と
沙
汰
し
あ
ひ
け
り
。



と
い
っ
た
騒
擾
を
起
す
。
コ
タ
を
見
る
こ
と
を
忘
れ
た
」
人
々
に
と

っ

て
は
、
安
西
の
ふ
る
ま
い
は
狂
乱
と
し
か
思
え
な
か

っ
た
。
し
か
し
、

安
西
は
ま

っ
た
く
気
に
せ
ず
、
自
ら
の
葬
送
の
用
意
を
整
え
て
い
く
。

そ
の
あ
り
さ
ま
は
周
囲
に
は
奇
異
に
写
り
、
誓
替
上
人
で
さ
え
、

「
む
か
し
よ
り
夢
中
の
感
を
容
易
に
人
に
説
か
ざ
る
こ
と
は
、
仏

祖
の
深
き
制
誡
な
り
。
殊
に
夢
に
は
虚
実
あ
り
。
汝
、
漫
り
に
説

く
を
も

つ
て
、
人
あ

へ
て
こ
れ
を
信
ぜ
ず
。
却
て
狂
乱
の
わ
ざ
と

嘲
け
る
。
其
上
わ
僧
、
起
居
飲
食
、
常
に
異
な
る
事
な
し
。
身
弊

と
も
に
す
こ
や
か
に
、
柳
か
の
病
苦
な
け
れ
ば
な
ん
ぞ
容
易
く
往

生
を
遂
げ
ら
れ
ん
。
疑
ふ
ら
く
は
、
若
し
捨
身
往
生
な
ら
ん
か
」

と
忠
告
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
こ
れ
が
近
世
期
の
、
し
か
も
信
心
深

い
と
根
拠
も
な
く
決
め
ら
れ
る

「
田
舎
」
で
の
現
実
で
あ
る
。

安
西
は
気
に
せ
ず
、
い
よ
い
よ
二
月
十
五
日
と
な
っ
た
。
こ
の
時
に

及
ん
で
、
世
上
の
噂
黙
し
が
た
く
、
大
洲
藩
が
関
わ
る
こ
と
と
な
る
。

か
か
る
事
態
に
、
支
配
階
級
た
る
武
士
が
関
わ
る
と
こ
ろ
が
良
い
意
味

で
悪
い
意
味
で
も
江
戸
期
の
健
全
さ
と
合
理
性
が
あ
る
。
結
論
的
に
言

え
ば
、
安
西
の
霊
夢
に
大
洲
藩
が
関
与
し
た
た
め
に
、
こ
の
往
生
諄
は

単
な
る
奇
談
で
は
な
く
、
客
観
的
な
真
実

へ
と
昇
華
す
る
こ
と
が
出
来

た
。
近
世
的
と
言
う
言
葉
が
付
く
に
は
せ
よ
、
「奇
な
る
談
」
と
は

一

線
を
画
す
る

「事
実
性
」
を
持
ち
得
た
の
で
あ

っ
た
。

大
洲
藩
は
、
事
の
真
相
を
見
極
め
る
た
め
に
、
法
類
を
排
除
し
て
、

公
儀
よ
り
の
検
使
の
前
で
、
二
月
十
五
日
を
迎
え
る
こ
と
を
命
じ
る
。

検
使
の
名
は
、
城
主
よ
り
の
日
付
と
し
て
青
野
喜
左
衛
門
と
永
井
新
蔵
、

代
官
の
菊
原
権
七
、
そ
の
外
に
和
田
伊
左
衛
門
、
鈴
木
金
七
、
岡
本
治

兵
衛
、
林
金
八
等
。
居
並
ぶ
、
株
姿
に
帯
刀
の
武
士
達
の
前
で
、
見
事

に
安
西
は
往
生
を
遂
げ
た
。

此
時
歓
喜
面
に
あ
ふ
れ
、
身
体
踊
躍
の
外
に
し
て
立
ち
な
が
ら

「
や
や
し
ば
し
。
諸
人
と
共
に
念
仏
し
」
と
ば
か
り
あ
り
て
席
に

つ
き
、
珈
映
座
し
て
合
掌
し
、
独
り
高
声
に

「南
無
阿
弥
陀
仏
」

と
聞
こ
ゆ
る
事
、
二
返
し
て
、
其
の
三
返
に
至
る
こ
ゑ
。
低
し
と

き
け
ば
息
絶
ぬ
。
時
に
春
秋
七
十

一
歳
。
顔
色
咲
む
が
ご
と
く
に

て
、
合
掌
す
こ
し
も
乱
れ
ね
ば
、
検
使
方
よ
り

「其
の
往
生
の
実

否
を
純
じ
明
ら
め
ん
」
と
脈
を
と
り
、
様
子
を
伺
ひ
、
大
に
驚
き
、

参
詣
の
諸
人
に
向
か
ひ
、

「安
西
坊
こ
そ
、
只
今
正
念
往
生
」

と
、
大
音
声
を
以
て
よ
ば
は
り
給

へ
ば
、
覚

へ
ず
し
ら
ず
。
「
わ
」

と

一
同
に
嵯
嘆
の
こ
ゑ
、
念
仏
の
こ
ゑ
、
讃
美
の
こ
ゑ
、
響
き
を

続
い
て
久
し
く
止
ま
ず
。
そ
の
中
に
は
は
じ
め
よ
り
信
ず
る
人
は

お
も
ひ
し
事
よ
と
感
涙
を
面
に
そ
そ
ぎ
、
元
来
も
疑
ふ
人
は
、

「
さ
は
し
ら
ざ
り
き
。
ゆ
る
し
給

へ
」
と
漸
愧
の
袖
を

一
時
に
し

ば
り
、

以
上
が
安
西
の
物
語
で
あ
る
。



簡
単
に
注
を
付
け
て
み
る
。
舞
台
と
な

っ
た
大
洲
寿
永
寺
は
、
大
乗

山
寿
永
山
、
浄
土
宗
知
恩
院
末
。
天
明
二
年
の
大
火
で
焼
失
し
た
の
で

そ
れ
以
前
は
不
明
。
「寺
伝
に
よ
る
と
、
源
頼
朝
が
二
僧
を
伊
予
に
つ

か
わ
し
て
上
浮
穴
の
頼
朝
寺
と
こ
の
寿
永
寺
を
建
立
さ
せ
、
そ
れ
が
寿

永
年
間

（
一
一
八
二
―

一
一
八
四
）
で
あ

っ
た
と
こ
ろ
か
ら
寿
永
寺
と
称

し
た
と
い
い
、
そ
の
創
建
は
古
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
当
初
の
開
山

は
義
園
と
伝
え
ら
れ
る
」
「
大
洲
市
史
し
。
文
中
の
高
讐
は
寿
永
寺
十

世
、
光
詈
は
不
詳
。

本
誓
寺
は
、
大
洲
市
中
村
。
寿
永
寺
第
五
世
学
誉
景
光

（
三
ハ
五
六

寂
）
が
創
建
し
た
寿
永
寺
の
末
寺
。
本
尊
の
阿
弥
陀
如
来
像
は
慈
覚
大

師
作
と
伝
え
ら
れ
、
大
洲
市
の
文
化
財
。
現
在
は
安
西
堂
が
残
る
の
み

で
、
四
月

一
五
日
に
は
法
会
が
あ
る
。
阿
弥
陀
如
来
像
、
及
び

『
安
西

往
生
図
』
は
本
寺
の
寿
永
寺
が
管
理
し
て
い
る
。

平
成
二
十
年
の
六
月
二
十
八
日
に
、
愛
媛
大
学
地
域
創
成
研
究
セ
ン

タ
ー
の
協
力
を
得
て
、
本
会
二
百
回
を
記
念
し
た
研
究
発
表
会
で
、
現

寿
永
寺
御
住
職
小
島
泰
雄
師
を
大
阪
大
学
に
招
聘
し
、
安
西
法
師
伝
の

絵
解
き
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
本
来
は
、
三
幅
の
掛
け
物
で
の
絵
解
き

で
あ
る
が
、
会
場
と
時
間
の
都
合
で
最
後
の

一
幅
の
み
の
高
座
で
あ

っ

た
。
近
世
期
の
浄
土
宗
の
語
り
の
面
影
を
残
す
名
口
調
と
迫
力
に
会
場

が
酔
い
し
れ
た
。
こ
の
小
島
泰
雄
師
の
語
り
は
、
『往
生
記
』
と
異
同

が
あ
る
が
、
そ
れ
も
累

（か
さ
ね
）
物
語
を
生
ん
だ
祐
天
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
に
、
浄
土
宗
の
物
語
力
を
今
に
伝
え
る
も
の
と
し
て
貴
重
で
あ

２つ
。

大
蓮
寺
は
、
大
洲
に
あ

っ
た
。
本
文
に

「大
蓮
寺
の
誓
誉
上
人
　
名

ハ
利
億
」
と
見
え
る
。
大
蓮
寺
は
明
治
に
な

っ
て
廃
寺
と
な
り
、
寿
永

寺
に
統
合
さ
れ
た
。
こ
の
誓
雪
が
安
西
の
往
生
伝
を
知
恩
院
に
伝
え
た

人
物
と
し
て
注
目
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
後
述
す
る
。
。
大
蓮
寺
は
元

禄
四
年
に
寿
永
寺
十
世
高
詈
利
夫
に
よ

っ
て
開
か
れ
た
。

検
使
役
と
し
て
記
さ
れ
る
和
田
伊
左
衛
門
、
鈴
木
金
七
、
岡
本
治
兵

衛
、
林
金
八
等
は
、
大
洲
藩
記
録

『
大
洲
旧
記
』
に
見
え
る

（小
島
泰

雄

「近
世
往
生
人

「安
西
大
徳
の
愚
鈍
念
仏
」
―
奇
蹟
以
上
の
も
の
」、
平
成

十
四
年
二
月

『佛
教
論
叢
』
四
十
六
号
）。
先
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の

『
往

生
記
』
の
最
大
の
特
徴
は
、
江
戸
期
に
於
い
て
は
や
や
も
す
れ
ば
処
罰

の
対
象
と
な

っ
た
武
士
の
実
名
を
挙
げ
て
出
版
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

逆
説
め
い
て
言
え
ば
、
こ
の
禁
じ
手
と
も
い
う
べ
き
所
が

「夢
を
見
る

こ
と
を
忘
れ
た
頃
」
に
お
け
る
も

っ
と
も
効
果
あ
る
証
左
と
な

っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
信
仰
を
排
除
し
た
支
配
階
級
の
武
士
に
よ
っ
て
証
明
さ

れ
た
安
西
の
往
生
は
、
「奇
談
」
で
は
な
い
。
ま
ぎ
れ
も
な
い

「奇
蹟
」

で
あ

っ
た
。

２
　
安
西
伝
の
伝
搬

本
来
は
、
伊
予
の
地
で
ひ
そ
か
に
語
ら
れ
る
か
、
「諸
国
話
」
と
し

て
採
録
さ
れ
る
の
を
待

つ
は
ず
で
あ

っ
た
安
西
の
伝
記
は
、
た
だ
ち
に

京
都
の
知
恩
院
獅
子
谷
法
然
院
に
伝
え
ら
れ
、
そ
こ
で
出
版
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
そ
の
経
緯
は
正
徳
版

『
往
生
記
』
に
詳
し
い
。



安
西
法
師
脱
自
の
因
由
、
臨
末
の
祥
瑞
、
予
州
大
蓮
前
住
誓
讐
上

人
の
親
し
く
観
る
所
な
り
。
復
た
以
て
後
世
に
伝
る
こ
と
無
き
こ

と
を
慮
り
て
特
に
獅
子
谷
に
来
て
吾
が
先
師
忍
老
和
尚
に
告
ぐ
。

先
師
、
坐
脱
自
在
な
る
を
感
喜
し
て
そ
の
記
く

（文
化
版
で
は

「を
し

為
さ
ん
と
欲
し
、
疾
て
未
だ
果
た
さ
ず
。
滅
度
に
垂
た
る

時
乃
ち
門
人
龍
河
に
嘱
し
て
記
せ
し
む
。
河
、
聞
く
に
随
え
随
て

録
す
。

（原
漢
文
、
用
字
は
適
宜
改
め
た
）

安
西
の
入
寂
は
、
宝
永
七
年

（
一
七

一
〇
）
で
あ
り
、
文
中
の
忍
激

の
没
年
は
は
正
徳
元
年

（
一
七

一
こ
、
こ
の
記
事
が
記
さ
れ
た
正
徳
二

年
は
当
然

一
七

一
二
年
と
な
る
の
で
、
ほ
と
ん
ど
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
速

さ
で
、
伊
予
の
安
西
の
往
生
伝
は
京
都
知
恩
院
に
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と

に
な
る
。
も
た
ら
し
た
人
物
は
、
前
述
の
予
州
大
蓮
寺
の
誓
詈
上
人
で

あ
る
。
忍
激
は
文
中
に
出
て
く
る

「
忍
老
師
」
の
こ
と
で
、
正
保
二
年
生
、

江
戸
増
上
寺
で
出
家
し
、
延
宝
九
年
に
鹿

ヶ
谷

（獅
子
谷
）
に
法
然
院

を
建
立
し
、
道
場
と
し
、
公
家
、
将
軍
家
か
ら
の
帰
依
を
受
け
る
。
法

然
院
の
明
版

『
大
蔵
経
』
と
建
仁
寺
の
高
麗
版
と
の
校
訂
に
努
め
た
こ

と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
著
書
も
多
い
。
近
年
、
中
国
の
善
書
の
刊
行
者

と
し
て
も
注
目
さ
れ

つ
つ
あ
る
。
正
徳
元
年
十

一
月
十
日
死
去

金
ハ
十

七
歳
）。
浄
土
宗
屈
指
の
学
僧
に
し
て
、
和
漢
の
学
に
通
じ
、
法
然
院

を
本
拠
地
と
し
て
多
く
の
著
述
を
手
が
け
た

龍
河
は
、
本
文
末
尾
に

「
獅
子
谷
門
人
　
龍
河
」
璽
日於
観
智
教
院

閑
窓
下
」
と
あ
る
。
『
忍
激
和
尚
行
業
記
』
（享
保

一
四
年
刊
）
に
、
「
江

州
彦
根
観
智
院
者
獅
谷
門
流
之

一
刹
也
。
前
住
龍
河
、
現
在
浄
月
」
、

「亦
名
、
玄
津
」
、
コ
果
性
、
強
記
。
弁
慧
。
凡
書
籍

一
聴
。
即
成
誦
。

亦
通
理
義
。
因
博
渉
猟
内
外
二
典
。
尤
善
倭
文
」
と
あ
る
。
忍
激
の
臨

終
に
立
ち
合
う
ほ
ど
忍
激
か
ら
は
目
を
か
け
ら
れ
た
学
僧
で
あ

っ
た
。

特
に
倭
文
を
善
く
し
た
と
あ
る
の
で
、
和
文
で
編
ま
れ
た

『
往
生
記
』

の
実
質
的
著
者
と
し
て
は
、
こ
の
龍
河
が
最
適
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
安
西
の
伝
は
、
伊
予
の
誓
春
か
ら
い
ち
早
く
京
都
法
然

院
の
忍
激
と
い
う
稀
代
の
学
僧
に
も
た
ら
さ
れ
、
そ
の
弟
子
中
で
忍
激

の
信
も
篤
く
か

つ
和
文
を
得
意
と
し
た
龍
河
の
手
に
よ

っ
て
編
集
さ
れ

る
と
い
う
当
時
に
お
い
て
は
注
目
す
べ
き
往
生
記
と
な

っ
た
。

但
し
、
『
忍
激
和
尚
行
業
記
』
に
は
、
安
西
の
こ
と
は
記
さ
れ
て
い

な
い
。

３
　
安
西
伝
の
出
版
　
そ
の

一

―
京
都
知
恩
院
獅
子
谷
白
蓮
社

・
彦
根
観
智
院

上
述
の
よ
う
に
、
伊
予
大
洲
か
ら
、
京
都
に
も
た
ら
さ
れ
た
安
西
の

物
語
は
、
忍
激
の
学
房
周
辺
で
門
人
彦
根
観
智
院
龍
河
の
手
に
よ
っ
て

成
文
化
さ
れ
た
。
そ
し
て
刊
行
の
運
び
と
な
る
。

簡
単
に
書
誌
を
記
す
。
半
紙
本

一
冊
。
無
地
う
す
標
色
表
紙
。
外
題

（刷
左
上
、
子
持
ち
枠
）
「
豫
州
安
西
往
生
記
」
、
内
題
な
し
。
柱
刻
、
丁

附
の
み
。
本
文
三
十

一
丁
。
跛

「正
徳
壬
辰
二
月
望
日
沙
門
覧
光
識
干
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雑
東
獅
子
谷
白
蓮
別
坊
」

一
丁
。
末
尾

（後
見
返
し
）
に
、

右

安
西
法
師
往
生
記

一
巻
獅
子
谷
門
人

龍
河
　
欽
承

先
師
忍
激
老
和
尚
之
顧
命
書
於
湖
東

観
智
教
院
閑
窓
下

と
あ
る
。
こ
の
末
尾
は
識
語
と
も
刊
記
と
も
見
な
せ
る
も
の
で
、
本
書

の
刊
行
が
忍
激
の
遺
志
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
龍
河
の
編
で
あ

る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
龍
河
に
つ
い
て
は
、
覧
光
の
跛
文
に
、

其
の
国
字
を
用
る
は
男
女
の
輩
を
し
て
読
み
易
く
解
し
易
く
、
往

生
の
信
根
を
起
し
易
か
ら
し
め
ん
と
欲
す
る
な
り
。
記
成
り
て
証

を
需
む
。

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

（原
漢
文
）
に
、
先
引
し
た

『
忍
激
和
尚
行
業

記
』
中
の
龍
河
に
つ
い
て
の

「尤
善
倭
文
」
と
い
う
記
述
を

つ
き
合
わ

せ
て
み
れ
ば
、
そ
の
編
者
と
し
て
の
姿
勢
、
刊
行
の
目
的
が
見
え
て
く

る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
安
西
の
伝
は
単
な
る
往
生
の
奇
蹟
を
世
に
知
ら

し
め
る
だ
け
で
は
な
く
、
漢
文
に
疎
い
読
者
を
強
く
意
識
し
た
も
の
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は

「
ひ
ら
が
な
ま
じ
り

（国
字
と

で
、
し
か
も

「読
み
や
す
く
解
し
や
す
い
」
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
そ

し
て
長
編
で
は
な
い
こ
と
も
意
識
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
編
者

と
し
て
龍
河
は
う

っ
て
つ
け
の
人
物
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
は
、
こ
の

『往
生
記
』
は
通
例
の
往
生
記
と
は
性
格
を

異
に
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
出
版
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
、

そ
の
読
者
と
し
て

一
般
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
、
こ
の
二
点
に
出
版
の

力
を
十
分
に
知

っ
て
い
る
近
世
期
の

「往
生
記
」
の
典
型
を
見
る
こ
と

が
許
さ
れ
よ
う
。

４
　
安
西
伝
の
出
版
　
そ
の
二

―
山
口
長
門

・
西
園
寺
、
萩

・
報
恩
寺

正
徳
版

『
往
生
記
』
は
、
さ
ほ
ど
摺
ら
れ
る
こ
と
も
な
か

っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
、
現
存
す
る
正
徳
版
は
少
な
い
。
そ
の
限
り
に
於
い
て
は
、

汗
牛
充
棟
た
る
近
世
仏
書
の
中
で
埋
も
れ
て
い
っ
て
も
不
思
議
で
は
な

か

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
文
化
十
二
年
に
長
門
の
西
園
寺
と
萩
の
報
恩
寺

に
よ
っ
て
再
刻
が
な
さ
れ
た
こ
と
で
、
『
往
生
記
』
は
再
生
し
た
。

文
化
版
の
書
誌
を
記
す
。
半
紙
本

一
冊
。
布
目
茶
表
紙

（架
蔵
本
、

西
園
寺
所
蔵
本
は
緑
色
で
あ
る
こ
と
を
尾
崎
千
佳
氏
に
よ
り
教
示
を
受
け
た
）。

外
題

（刷
左
上
、
子
持
ち
枠
）
「豫
州
安
西
往
生
記
」
、
内
題

「線
詈
安
西

法
師
往
生
記
」
。
柱
刻
、
丁
附
の
み
。
序
と
し
て
正
徳
版
に
は
な
い
、

「再
刻
安
西
法
師
往
生
記
端
書
」
翁
文
化
十
二
年
臓
月
八
日
沙
門
隆
園
。
洛

東

一
心
山
専
念
寺
の
託
静
室
に
て
こ
れ
を
し
る
す
し

一
一丁
を
加
え
る
。
本

文
三
十

一
丁
。
全
く
の
再
版
で
あ
る
の
で
、
挿
し
絵
、
本
文
に
異
同
が

あ
る
。
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も

っ
と
も
大
き
な
異
同
は
、
「
再
刻
安
西
法
師
往
生
記
端
書
」
の
序

を
付
加
し
た
こ
と
、
原
跛
の
後
に

「文
化
十
二
年
乙
亥
十
二
月
五
日
寂

長
州
　
大
日
比
　
西
園
寺
法
洲
／
萩
　
報
恩
寺
定
仙
　
敬
記
」
と
あ
る

半
丁
を
加
え
、
正
徳
版
で
は
そ
こ
に
置
か
れ
て
い
た
刊
語

「
右
　
安
西

法
師
往
生
記

一
巻
獅
子
谷
門
人
　
龍
河
　
欽
承

先
師
忍
激
老
和
尚
之

顧
命
書
於
湖
東
　
観
智
教
院
閑
窓
下
」
を
削
除
し
、
本
文
の
最
後
に
移

動
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
操
作
に
よ
っ
て
、
正
徳
版
に
お
け
る
忍
激
や
龍

河
の
位
置
づ
け
が
や
や
減
少
し
、
再
刻
者
で
あ
る
長
門
や
萩
の
功
績
が

強
調
さ
れ
る
。

こ
の
長
門
西
園
寺
と
報
恩
寺
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
次
に
見
ら
れ

る
と
お
り
、
長
門
西
園
寺
が
中
心
で
あ

っ
た
。

再
刻
安
西
法
師
往
生
記
端
書

安
西
法
師
愚
鈍
無
智
の
身
に
し
て
不
可
思
議
の
往
生
を
遂
ら
れ
し

さ
ま
。
此
書
に
つ
ま
ひ
ら
か
に
し
て
。
か
の
往
生
せ
ら
れ
し
。
宝

永
七
年
庚
寅
と
い
ふ
と
し
よ
り
。
こ
と
し
文
化
十
二
き
の
と
の
亥

に
い
た
る
ま
で
。
す
で
に
百
と
せ
あ
ま
り
。
六
と
せ
を
過
ぬ
れ
ど
。

今
な
ほ
人
の
口
に
残
り
て
。
か
た
り
つ
ぎ
い
ひ
つ
ぎ
ぬ
る
は
。
そ

の
徳
の
大
な
る
が
い
た
す
所
な
ン
め
れ
ど
。
ま
た
こ
の
書
の
じ
る

ｔ
と
す
べ
き
に
あ
れ
ば
な
り
。
さ
る
を
天
明
の
火
に
。
此
板
も
や

け
う
せ
に
し
を
。
長
門
の
国
大
日
比
浦
の
法
岸
和
尚
。
ふ
か
く
な

け
き
給
ひ
し
か
ば
。
そ
の
門
人
定
仙
上
人
同
門
の
託
阿
上
人
等
と

相
は
か
り
て
。
お
の
／
ヽ
衣
鉢
の
資
を
は
ぶ
き
て
、
ふ
た
ゝ
ひ
梓

に
は
の
ぼ
せ
給
ひ
け
る
な
り
。
そ
の
こ
と
を
遠
く
お
の
れ
に
託
し
。

こ
の
ゆ
ゑ
よ
し
を
も
端
書
せ
よ
と
の
も
と
め
い
な
め
か
た
け
れ
ば
。

そ
の
年
月
を
か
い
つ
く
る
と
て
。
さ
て
思

へ
ら
く
。
そ
も
此
往
生

極
楽
の
道
は
。
た
と
ひ

一
代
の
御
法
を
よ
く
／
ヽ
学
ひ
ぬ
る
人
な

り
と
て
。
そ
れ
に
よ
り
て
ゆ
か
ん
も
の
か
は
。
た
ゞ
わ
か
身
は
出

離
の
縁
な
き
も
の
と
思
ひ
知
り
な
ば
。
ひ
た
ふ
る
に
本
願
に
う
ち

ま
か
せ
。
念
仏
す
る
ほ
か
は
あ
ら
じ
か
し
。
さ
ら
ば
い
か
な
る
智

者
学
生
な
り
と
も
。
た
ゞ
此
安
西
を
標
準
と
し
。
か
く
の
ご
と
く

投
機
し
。
か
く
の
ご
と
く
念
仏
し
て
こ
そ
。
め
で
た
く
素
懐
は
遂

侍
り
な
ん
か
し
。
た
れ
／
ヽ
も
こ
れ
を
よ
み
。
こ
れ
を
き
ゝ
得
な

ば
。
こ
ざ
か
し
き
心
を
う
ち
す
て
。
た
ゞ
平
に
助
給

へ
と
思
ひ
。

南
無
阿
弥
陀
仏
。
な
む
あ
み
だ
仏
と
ま
う
す
く
せ
つ
き
給
ひ
て
。

い
さ
き
よ
く
極
楽
に
生
れ
給

へ
か
し
と
。
思
ふ
ま
ゝ
を
か
い
つ
け

て
。
此
書
の
ふ
た
ゝ
ひ
行
は
る
ゝ
を
随
喜
し
侍
る
に
な
ん
。

文
化
十
二
年
臓
月
八
日
。
沙
門
隆
園
。
洛
東

一
心
山
専
念
寺
の
託

静
室
に
て
こ
れ
を
し
る
す

正
徳
版

『
往
生
記
』
が
天
明
の
火
災
に
よ
っ
て
そ
の
版
木
が
焼
け
て

し
ま

っ
た
の
で
、
長
門
大
日
比
の
法
岸
が
再
刻
を
決
意
、
弟
子
の
定
仙

（報
恩
寺
）
と
託
阿

（西
園
寺
の
法
洲
）
と
と
も
に
苦
労
し
て
梓
に
上
せ

た
と
い
う
。
こ
の
天
明
の
火
災
は
、
天
明
年
間
の
寿
永
寺
の
火
災
を
さ

す
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
、
版
木
は
大
洲
の
寿
永
寺
に
あ

っ
た
こ

と
に
な
る
。
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再
刻
の
発
案
は
大
日
比
浦
、
西
園
寺
住
の
法
岸
で
あ

っ
た
。
西
園
寺

は
、
本
慶
山
天
龍
院
。
浄
土
宗
。
知
恩
院
直
末
寺
。
法
岸
は
円
蓮
社
光

詈
と
号
し
、
字
は
性
如
、
「山
口
県
寺
院
沿
革
史
」
に

「特
筆
す
べ
き

は
当
寺
三
師
之
伝
是
也
。
即
ち
法
岸
、
法
洲
、
法
道
の
三
上
人
は
高
徳

学
僧
の
三
僧
に
し
て
之
を
著
述
せ
る
大
日
比
三
師
伝
に
詳
述
あ
り
」
と

あ
る
。
増
上
寺
な
ど
で
修
行
し
、
『
臨
終
要
語
』
な
ど
の
著
書
が
あ
る
。

法
岸
は
、
延
享
元
年
生
ま
れ
で
文
化
十
二
年
十
二
月
五
日
七
十
二
歳
で

没
し
て
い
る
の
で
、
こ
の

「
再
刻
安
西
法
師
往
生
記
端
書
」
は
法
岸
没

後
直
後
、
そ
の
三
日
後
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

西
園
寺
は
漁
師
町
に
位
置
し
、
お
も
に
漁
師
た
ち
に
よ
っ
て
信
仰
さ

れ
て
き
た
寺
で
あ
る
。
大
日
比
は
鯨
を
供
養
し
た

「鯨
墓
」
（元
禄
五

年
）
が
有
名
で
、
鯨
供
養
の

「過
去
帳
」
が
残
さ
れ
て
い
る
。
大
日
比

流
と
称
さ
れ
る
同
寺
の
回
向
文
は
釈
迦
か
ら
始
ま
り
、
善
導
、
歴
代
住

職
、
檀
家
に
続
い
て
、
魚
鱗
、
鯨
、
田
の
虫
な
ど
を
読
み
上
げ
る
。
西

園
寺
が

『往
生
記
』
を
出
版
し
た
の
は
、
単
に
知
恩
院
の
威
光
を
か
す

め
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
無
知
な
る
漁
師
達
に
専
修
念
仏
を
勧
め

る
際
に
、
や
は
り
愚
昧
で
念
仏
し
か
唱
え
な
か

っ
た
安
西
が
、
も
と
は

漁
師
で
あ

っ
た
こ
と
が
大
き
く
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
に
加
え
て
、
法
岸
自
身
が
安
西
を
敬
慕
し
て
い
た
こ
と
も
そ
の

大
き
な
理
由
で
あ

っ
た
。
法
岸
の
伝
は
、
弟
子
の
法
洲
が

『
法
岸
和
尚

行
業
記
』
（文
化
十
四
年
）
と
し
て
ま
と
め
る
が
、
同
書
を
経
け
ば
法
岸

が
安
西
を
憧
憬
し
て
四
国
遍
路
に
来
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
る
。

か
く
て
七
月
十
四
日
伊
予
の
国
、
安
西
和
尚
の
遺
跡
、
本
誓
寺
に

い
た
ら
る
。
兼
て
法
師
の
、
丹
直
仰
信
の
行
者
に
し
て
、
大
往
生

を
遂
げ
ら
れ
た
る
を
、
深
く
仰
慕
せ
ら
る
る
が
故
に
、　
一
両
日
此

処
に
留
錫
し
て
念
仏
せ
ら
る
。

こ
の
時

の
法
岸
は
二
十

一
歳
、
明
和
元
年
頃

（
一
七
六
四
）
頃

で

あ

っ
た
。

法
岸
の
意
向
を
受
け
て

『往
生
記
』
に
関
わ

っ
た
二
人
の
う
ち
、
定

仙
は
萩
津
守
町
の
瑞
雲
山
報
恩
寺
住
、
十
三
世
住
職

∩
山
口
県
寺
　
院

沿
革
史
し
。
『法
州
和
尚
行
業
記
』
文
化
十

一
年
二
月
の
項
に

「廿
三

日
よ
り
廿
九
日
ま
で
、
萩
報
恩
寺
に
於
て
別
行
を
修
し
た
ま
へ
り
。
総

て
萩
門
中
、
師
に
法
施
を
願
は
る
る
こ
と
、
連
々
上
に
挙
ぐ
る
が
ご
と

し
」
と
あ

っ
て
、
法
洲
と
の
交
流
が
記
さ
れ
て
い
る
。
も
う

一
人
の
託

阿
は
法
洲

（り
つ
じ
Ｐ
３

の
こ
と
で
、
明
和
二
年
、
長
州
大
津
郡
河

原
郷
の
中
井
家
に
生
ま
れ
た
。
大
日
比
西
園
寺
の
法
岸
に
つ
い
て
出
家

し
た
。
日
課
念
佛
三
万
遍
を
誓
い
、
三
経

一
論
五
部
九
巻
を
学
び
、
京

都
転
法
輪
寺
、
増
上
寺
で
学
ん
だ
。
各
地
で
弘
教
に
従
事
し
寛
政
九
年

に
は
、
香
衣
綸
旨
を
受
け
、
豊
岡
の
来
迎
寺

。
大
阪
の
大
乗
寺
、
和
泉

の
西
光
寺
の
住
職
を
経
て
、
江
戸
に
下
り
、
増
上
寺
山
内
の
弁
信
の
学

寮
に
一戻
っ
た
。

そ
の
法
洲
が
法
岸
の
命
に
よ
っ
て
大
日
比
西
園
寺
を
継
い
た
の
が
文

化
九
年
で
あ
る
。
以
後
、
周
防
や
長
門
に
勢
力
圏
を
広
げ
、　
一
向
宗
門

徒
と
対
立
し
た
。
後
に
羽
島
に
配
流
と
な
る
が
、
翌
年
赦
免
。
天
保
十
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年
没
。
法
岸
の
遺
志
を
継
い
で
、
『安
西
和
尚
往
生
伝
』
を
出
版
し
た

は
ず
の
法
洲
で
あ
る
が
、
不
思
議
と
こ
の

一
事
は

『
法
洲
和
尚
行
業

記
』
（明
治

一
四
年
）
に
は
そ
の
記
事
が
な
い
。

「
再
刻
安
西
法
師
往
生
記
端
書
」
を
記
し
た
隆
園
は
、
『
法
岸
和
尚
行

業
記
』
跛
文
に
も

「時
に
文
化
十
四
年
六
月
五
日
託
静
室
八

一
窓
の
も

と
に
て
し
る
し
侍
る
　
洛
東
専
念
寺
　
沙
門
順
阿
隆
園
」
と
記
し
て
い

る
。
『法
洲
和
尚
行
業
記
』
に
は
、

去
年
の
冬

（註
文
化

一
三
年
）、
師
の
道
友
京
師
専
念
寺
隆
園
上
人

の
も
と
へ
、
老
師
の
行
業
記
の
草
稿
を
お
く
り
、
其
校
合
を
請
れ

し
に
、
上
人
随
喜
の
あ
ま
り
、
速
に
開
版
し
利
益
を
無
窮
に
施
さ

ん
と
て
、
今
春
し
き
り
に
師
の
上
京
を
促
さ
れ
、
又
受
化
の
道
俗

も
挙
て
上
木
を
勧
む
る
も
の
か
ら
、
二
月
十
六
日
大
日
比
を
発
し
、

沿
道
諸
寺
院
の
請
に
応
じ
、
四
月
七
日
専
念
寺
に
著
せ
ら
る
。

と
あ
る
の
で
、
法
洲
の
出
版
活
動
に
於
け
る
重
要
人
物
と
見
な
さ
れ
る
。

と
す
れ
ば
文
化
版

『
往
生
記
』
の
版
行
に
際
し
て
も
こ
の
隆
園
が
何
ら

か
の
働
き
を
果
た
し
た
と
見
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
文
化
版

『
往
生
記
』

の
調
製
は
京
都
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
ま
で
の
長
門
の
動
き
を
整
理
し
て
み
る
。

法
岸
の
伊
予
大
洲
遍
路

（明
和
元
年
頃
）

↓
法
岸
の
西
園
寺
住
持

（安
永
七
年
）

↓
正
徳
版

『
安
西
和
尚
往
生
記
』
の
板
木
焼
失

（天
明
年
間
）

↓
法
洲
の
西
園
寺
住
持

（文
化
九
年
）

↓
法
山唇
不
寂

（文
化
十
二
年
十
二
月
五
日
）

↓

『往
生
記
』
隆
園
序
文

（文
化
十
二
年
十
二
月
八
日
）、
こ
の
時

に
出
版
か
？

但
し
、
法
洲
ら
の
跛
文
に

「此
書
翻
刻
未
成
本
師
和
尚
示
寂
、

弟
子
等
遺
憾
之
余
」
と
か

「
回
向
」
の
文
字
が
見
え
る
こ
と
か

ら
、
翌
年
以
降
か

↓
法
洲
ら

『
正
邪
強
会
弁
』
刊
行

（文
化
十
二
年
十

一
月
）

↓
法
洲
、
『法
岸
上
人
行
業
記
』
草
稿
を
隆
園
に
送
る

（文
化
十
三

年
冬
じ

↓
法
洲
、
『法
岸
上
人
行
業
記
』
出
版
の
た
め
に
専
念
寺

へ

（文

化
十
四
年
四
月
）

↓

『法
岸
上
人
行
業
記
』
出
版
か

（文
化
十
四
年
六
月
）

法
岸
に
端
を
発
し
た

『
往
生
記
』
の
再
刻
は
、
法
岸
の
死
を
悼
む
法

洲
ら
弟
子
の
手
に
よ
り
、
京
都
の
隆
園
の
助
け
も
あ

っ
て
上
梓
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
同
時
に
新
た
に
西
園
寺
を
継
い
だ
法
洲

の
記
念
す
べ
き
最
初
の
出
版
で
も
あ

っ
た
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
い
か
な

る
理
由
が
あ

っ
て
か
、
『
往
生
記
』
の
こ
と
は

『法
洲
和
尚
行
業
記
』

に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。



５
　
安
西
伝
の
出
版
　
そ
の
三

―
江
戸
版

。
三
縁
山
西
渓
竹
叢
軒

『
往
生
記
』
は
、
こ
の
後
に
江
戸
の
増
上
寺
周
辺
で
出
版
さ
れ
、
三

度
注
目
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
今
、
も

っ
と
も
普
及
し
て
い
る
の
は
こ

の
江
戸
版
だ
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

小
島
泰
雄
氏
ご
所
蔵
本
に
よ
っ
て
記
せ
ば
、
江
戸
版
は
、
半
紙
本

一

冊
、
黄
色
、
菱

つ
な
ぎ
模
様
表
紙
。
外
題

（刷
左
上
、
子
持
ち
枠
）
「豫

州
安
西
往
生
記
」
、
内
題

「紹
詈
安
西
法
師
往
生
記
」
。
柱
刻
、
丁
附
の

み
。
「
因
今
姦
天
保
十

一
庚
子
夏
六
月
更
銀
干
梓
以
授
同
志
　
一二
縁
山

西
渓
竹
叢
軒
蔵
板
」
の
跛
文
が
あ
る
。
正
徳
版
や
文
化
版
と
は
異
同
が

あ
り
、
新
た
に
版
を
起
こ
し
て
い
る
。
西
渓
は
不
詳
。
竹
叢
軒
は
、
同

名
の
浄
土
宗
寺
院
が
港
区
芝
公
園
に
現
存
す
る
。
こ
の
竹
叢
軒
が
、
西

渓
の
居
た
処
だ
と
す
れ
ば
、
す
な
わ
ち
近
世
期
に
於
い
て
は
増
上
寺
の

支
配
内
に
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
増
上
寺
の
子
院
に
そ
の

名
は
見
え
ず
、
明
治
二
十
二
年
の
増
上
寺
編

『武
蔵
国
所
管
寺
院
調

簿
』
に
も
名
が
見
え
な
い
。
た
だ
、
三
縁
山
の
名
を
堂
々
と
冠
し
た
こ

の
書
物
に
つ
い
て
、
増
上
寺
が
全
く
関
知
し
て
い
な
か

っ
た
と
は
考
え

ら
れ
な
い
。

こ
の
江
戸
版
は
、
正
徳
版
の
原
見
返
し

（文
化
版
で
は
本
文
末
尾
）
の

「右
　
安
西
法
師
往
生
記

一
巻
獅
子
谷
門
人
龍
河
　
欽
承
　
先
師
忍
激

老
和
尚
之
顧
命
書
於
湖
東
　
観
智
教
院
閑
窓
下
」
を
削
除
し
、
さ
ら
に

文
化
版
の
隆
園
序
文
と
刊
語
を
削
除
し
て
い
る
。
代
わ
り
に
、

這
伝
也
。
顕
仏
願
不
思
議
於
末
運
鈍
漢
。
遂
往
生

一
大
事
於
検
使

日
前
。
集
浄
業
者
流
之
左
券
也
。
第
憾
其
板
以
遠
在
西
国
、
東
方

士
庶
未
知
有
此
奇
跡
者
許
多
夫
。
因
今
弦
天
保
十

一
庚
子
夏
六
月

更
銀
千
梓
以
授
同
志
。
　

　

三
縁
山
西
渓
竹
叢
軒
蔵
板

と
い
う
跛
文
も
し
く
は
刊
語
が
付
さ
れ
る

（波
線
、
筆
者
）。
こ
の
こ
と

か
ら
、
二
つ
の
姿
勢
を
読
み
と
る
こ
と
が
出
来
る
。　
一
つ
は
、
こ
の
他

版
を
参
照
す
る
こ
と
な
く
単
純
に
江
戸
版
の
み
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
は
、

白
蓮
社
忍
激
の
権
威
は
称
え
る
も
の
の
龍
河
は
名
の
み
で
あ
る
こ
と
、

長
門
の
法
岸

・
法
洲
は
名
さ
え
記
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を

「其
板
以
遠
在
西
国
、
東
方
士
庶
未
知
有
此
奇
跡
」
と

一
括
し
、
あ
た

か
も
等
閑
視
し
て
い
る
と
さ
え
思
わ
れ
る
書
き
ぶ
り
で
あ
る
。
で
は
、

江
戸
版
は
な
に
ゆ
え
に
作
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
そ

こ
に
は
安
西
に
対
す
る
畏
敬
は
あ
る
の
で
は
あ
る
が
、
正
徳
版
に
見
ら

れ
た
忍
激
、
文
化
版
に
見
ら
れ
た
法
岸
の
ご
と
き
、
安
西
の
奇
蹟
に
対

す
る
賛
嘆
の
姿
勢
は
薄
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
図
は
こ
の
跛
文

か
ら
読
み
と
ら
れ
る
も
う

一
つ
の
姿
勢
で
も
あ
る
。

江
戸
版
が
こ
の
安
西
伝
に
お
い
て
も

っ
と
も
評
価
し
て
い
る
の
が
、

波
線
部
、
す
な
わ
ち

「城
主
か
ら
の
検
使
役
の
前
で
、
往
生
し
て
見
せ

た
」
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
「夢
を
見
る
こ
と
を
忘
れ
た
頃
」
に
、
い

ま
だ

「夢

へ
の
無
邪
気
で
、
ひ
た
す
ら
な
信
仰
」
を
呼
び
か
け
る
に
は
、

正
式
役
人
の
証
人
喚
間
と
い
う
手
続
き
が
必
要
と
さ
れ
る
、
と
い
う
い

か
に
も
近
世
的
、
現
実
的
な
往
生
人
が
求
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。



江
戸
時
代
に
お
け
る
正
式
役
人
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
支
配
階
級
た
る

城
主
と
武
士
が
最
適
で
あ
る
こ
と
は
論
じ
る
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
江
戸
版
と
は
夢
を
見
る
こ
と
を
忘
れ
、
奇
蹟

へ
の
信
仰

も
薄
れ
が
ち
で
あ
る

「
東
方
の
士
」
た
ち
に
、
有
無
を
言
わ
せ
な
い

「事
実
」
を
、
三
縁
山
の
名
の
も
と
に
知
ら
し
め
る
こ
と
で
あ

っ
た
の

で
あ
ろ
う
。

６
　
安
西
伝
の
出
版
　
そ
の
四
　
―
江
戸
再
版

江
戸
版
は
評
判
が
よ
か

っ
た
ら
し
く
、
嘉
永
元
年
に
な

っ
て
、
そ
の

再
版
が
出
版
さ
れ
る
。
竹
叢
軒
版
の
跛
文

一
丁
を
変
え
た
も
の
で
、

「
因
今
姦
天
保
十

一
庚
子
夏
六
月
更
銀
干
梓
以
授
同
志
　
嘉
永
元
申
年

初
夏
再
刻
　
一二
縁
山
西
渓
竹
叢
軒
蔵
板
」
と
あ

っ
て

「嘉
永
元
申
年
初

夏
再
刻
」
が
強
調
さ
れ
る
。
通
常
は
、
か
か
る
寺
院
版
に
お
い
て
再
刻

が
強
調
さ
れ
る
の
は
、
版
を
改
め
た
場
合
か
蔵
版
者
が
交
替
す
る
か
の

い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
『
往
生
記
』
の
場
合
は
、
本
文
と
蔵
版
者
は
同

じ
で
あ
る
の
で
、
こ
の
再
刻
を
わ
ざ
わ
ざ
謳
う
た
め
に
跛
文
を
彫
り
改

め
る
意
図
は
把
握
し
が
た
い
。
そ
の
営
為
は
あ
た
か
も
坊
間
書
辞
の
よ

う
で
も
あ
る
。
そ
れ
と
も
三
縁
山
版
が
版
を
重
ね
る
と
い
う
こ
と
自
体

に
意
味
が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
い
ず
れ
に
し
て
も
今
後
の
課
題
と

し
た
い
。７

　
安
西
伝
の
出
版
　
そ
の
五
　
―
伊
予
大
洲

『往
生
記
』
は
そ
の
後
に
伊
予
大
洲
で
も
出
版
さ
れ
る
。
大
洲
寿
永

寺
の
蔵
版
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
安
政
六
年
が
安
西
の

一
五
十
年
忌
に

あ
た
る
た
め
、
そ
の
前
年
に
刊
行
。
板
木
が
大
洲
に
残
さ
れ
て
い
た
が
、

腐
食
し
た
た
め
、
昭
和
十
六
年
に
、
複
製
が
出
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、

こ
の
大
洲
版
は
希
胡
で
あ

っ
た
ら
し
く
、
伊
予
史
談
会
は
昭
和
七
年
、

横
田
伝
松
氏
蔵
本
に
よ
る
写
本
を
作
成
。
原
本
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

全
く
の
異
版
で
あ

っ
て
、
地
方
の
出
版
物
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

８
　
終
わ
り
に
代
え
て
　
―
　
遍
路
と
の
関
係

『
往
生
記
』
は
、
近
世
期
の
夢
を
見
る
こ
と
を
忘
れ
た
頃
に

「夢
の

奇
蹟
」
を
語
る
た
め
に
、
出
版
と
い
う
手
段
と
、
武
士
に
よ
る
検
使
事

実
と
い
う
、
い
か
に
も
近
世
的
な
武
器
を
備
え
て
い
る
。
し
か
も
、
そ

の
有
効
性
は

一
過
性
で
は
な
く
、
時
と
所
を
変
え
て
四
度
の
版
行

（跛

文
の
み
の
改
刻
を
含
め
ば
五
度
）
に
及
ぶ
。
そ
の
中
に
忍
激
の
獅
子
谷
法

然
院
や
増
上
寺
が
関
わ

っ
て
く
る
こ
と
も
ま
た
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
の
意
味
で
は
近
世
期
の
浄
土
宗
の
動
向
や
唱
導
の
方
向
性
を
考
え
る

に
際
し
て
は
多
く
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

以
上
を
も

っ
て
本
稿
を
結
び
た
い
が
、
『
往
生
記
』
は
遍
路
資
料
の

空
自
期
を
埋
め
る
資
料
と
し
て
も
ま
た
注
目
す
べ
き
で
あ
り
な
が
ら
、

説
か
れ
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
最
後
に
贅
言
を
加
上
す
る
。

遍
路
に
つ
い
て
は
、
江
戸
中
期
以
降
の
資
料
が
圧
倒
的
に
多
く
、
初

期
の
資
料
が
少
な
い
。
安
西
は

「
母
七
年
の
忌
辰
を
迎

へ
、
ま
づ
其
遺

言
に
ま
か
せ
て
。
四
国
の
霊
地
を
巡
礼
し
」
た
と
記
さ
れ
る
。
三
十
四

歳
で
母
を
亡
く
し
て
い
る
の
で
、
四
十

一
歳
に
巡
礼
し
た
こ
と
に
な
る
。
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安
西
は
宝
永
七
年
寅
の
歳

（
一
七

一
〇
）
に
七
十

一
歳
で
没
し
て
い
る

の
で
、
延
宝
八
年

（
エ
ハ
八
〇
）
が
そ
れ
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
。
こ

の

「
四
国
の
霊
地
を
巡
礼
」
は
、
後
の
寿
永
寺
で
作
成
さ
れ
た
絵
解
き

に
は
は
っ
き
り
と

「
四
国
遍
路
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
四
国
遍
路

と
同
義
に
解
釈
し
て
差
し
支
え
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち

『往
生

記
』
は
、
延
宝
期
に
お
け
る

一
般
民
衆

（出
家
以
一し

の
遍
路
資
料
と

し
て
認
め
ら
れ
る
。

つ
い
で
、
長
門
西
園
寺
の
法
岸
も
遍
路
を
し
て
い
る
。
法
岸
二
十

一

歳
の
時

（明
和
元
年
頃
）
で
あ
る
。
『
法
岸
和
尚
行
業
記
』
に
、

師
二
十

一
歳

の
早
春
、
江
戸
を
た
ち
て

（中
略
）
猶
四
国
八
十

八
ヶ
処
を
巡
ら
ん
と
て
、
四
月
中
旬
、
備
前
の
国
よ
り
四
国
に
わ

た
り

と
し
て

「
四
国
八
十
八
ヶ
処
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
も
遍

路
と
み
な
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
法
岸
の
遍
路
で
注
意
し
た
い
の

料は
、

経
国
の
内
に
、
種
々
銀
難
の
事
多
か
り
し
中
に
、
所
も
語
ら
れ
し

か
ど
忘
れ
た
り
、
前
後
七
八
里
斗
の
、
人
は
な
れ
た
る
所
に
て
、

頗
病
を
う
れ
ふ
る
夫
婦
の
者
に
道
づ
れ
と
な
り
し
が
、

と
い
う
記
事
で
あ
る
。
頬
病
と
遍
路
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
述
べ
る
余

裕
は
な
い
が
、
遍
路
研
究
に
お
い
て
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
個
々
の
事

例
の
報
告
が
待
た
れ
て
い
る
領
域
で
あ
る
。
明
和
期
の
事
例
と
し
て

『法
岸
和
尚
行
業
記
』
を
報
告
し
て
お
き
た
い
。

遍
路
の
新
事
実
と
し
て
、
延
宝
期
の
安
西
、
明
和
期
の
法
岸
の
二
例

を
示
す
余
慶
を
も

っ
て
本
稿
の
結
び
と
し
た
い
。

な
お
、
本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
寿
永
寺
小
島
泰
雄
御
住
職
、
西
園

寺
西
村
文
成
御
住
職
、
尾
崎
千
佳
氏
、
愛
媛
大
学
地
域
創
成
研
究
セ
ン

タ
ー
を
始
め
多
く
の
方
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
得
た
。
末
尾
な
が
ら
弦

に
謝
辞
申
し
上
げ
る
。

（
ふ
く
だ

。
や
す
の
り
　
愛
媛
大
学
教
授
）


